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温度が上がると、金属であるレールが膨張してしまうから 

東京オリンピック・パラリンピック 

運賃を計算しやすくするため 

経済が潤う 有名になる  など 

ゴミ問題  騒音 車の渋滞 など 

標高差は 3776－900＝2876（m） 

2876÷100=28.76 28.76×0.6=17.256  → １７℃ 
17℃ 

植物の様子(種類)が異なる。 

24 時間いつでも発電できる 廃棄物が出ない 発電効率が良い など 

風の強さで発電量が変わる 騒音がでる 場所が限られている  など 

太陽光発電 

770億×0.04＝30.8        30.8億 kwh 

ウ、オ 

密談がしやすいため。 

イ 

茶葉を粉にして使うこと 

持ち歩ける いつでも飲める ふたができる など 

麦茶      そば茶    ごぼう茶   など  

茶葉が同じ   ３   インド   スリランカ  （中国も可） 

中国       静岡県      鹿児島県      

全体の生産量 30800＋26600＋6130+3770+3160＋11540=82000(t) 

(30800＋26600)÷82000×100＝７０         ７０ 

蛇口からお茶が出るなど、常時お茶が飲めるようにしてある。 

 

脱臭効果 吸湿効果 防虫効果 など   

(例)茶殻を使用した除菌剤 
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